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全
く
目
的
の
違
う
史
料
を
探
し
て
い
る

時
に
思
わ
ぬ
史
料
と
出
会
う
こ
と
が
あ
る
。

幕
末
期
に
真
宗
が
ど
の
よ
う
に
北
海
道

に
進
出
し
た
の
を
調
べ
て
い
る
時
に
、
非

常
に
悪
筆
の
一
紙
文
書
だ
っ
た
の
で
一

瞬
、
読
む
こ
と
を
檮
踏
し
た
が
、
な
ん
と

か
私
に
も
判
読
で
き
る
文
字
を
追
っ
て
行

（
マ
マ
）

く
と
「
職
駄
村
」
と
い
う
文
字
が
目
に
飛

び
込
ん
で
来
た
。
北
海
道
に
「
穣
駄
村
」
？

こ
れ
は
一
体
な
ん
な
ん
だ
と
、
私
の
貧
し

い
知
識
で
は
両
者
が
結
び
つ
か
な
い
ま

ま
、
初
め
の
目
的
を
忘
れ
て
本
願
寺
史
料

研
究
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
二
十
数
冊
の

『
松
前
一
件
』
と
表
紙
に
記
さ
れ
た
冊
子

を
め
く
る
は
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

結
局
、
こ
の
一
件
の
顛
末
は
判
明
し
な

か
っ
た
の
だ
が
、
史
料
探
索
の
結
果
を
、

「
大
阪
の
部
落
史
」
に
関
係
す
る
範
囲
で

報
告
し
て
お
き
た
い
。
い
か
に
ス
ペ
ー
ス

が
限
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
史
料
紹
介
で

あ
る
の
で
、
や
は
り
史
料
を
提
示
し
て
お

き
た
い
。
以
下
の
史
料
は
、
長
御
殿
『
松

前
一
件
』
（
四
番
帳
）
に
写
込
ま
れ
た
「
松

前
箱
館
引
合
手
続
覚
」
の
一
部
で
あ
る
。

「
松
前
一
件
」
に
お
け
る
「
艤
駄
村
」

川
上
屋
庄
吉
申
出
候
、
箱
館
二
て
皮
一

円
引
請
御
聞
済
之
上
、
大
坂
江
相
登
り

候
処
、
其
中
鹿
皮
年
分
五
六
万
余
も
産

物
二
而
有
之
分
目
当
二
噸
牛
馬
等
之

外
兎
之
獣
皮
者
沢
山
有
之
候
得
共
、
此

者
目
当
一
一
も
無
之
、
鹿
皮
者
武
具
入
用

之
品
二
而
有
之
間
、
職
人
召
連
下
り
可

申
条
、
願
一
一
付
御
聞
済
之
訳
柄
一
一
有
之

候
間
、
先
日
ｂ
渡
辺
村
播
源
江
引
合
、

右
鹿
皮
者
高
金
二
而
も
有
之
故
、
波
辺

方
銀
主
有
之
、
松
前
箱
館
江
相
下
り
呉

候
様
及
示
談
候
処
、
播
源
返
答
一
一
者
引

合
之
分
者
致
承
知
候
、
元
来
鹿
皮
者
前

来
渡
辺
一
一
而
諸
方
方
舩
出
皮
買
諸
候

所
、
近
来
大
坂
塩
町
方
御
奉
行
所
江
相

願
、
御
下
知
一
一
而
外
々
之
者
買
入
御
指

留
被
仰
出
、
塩
町
計
二
而
鹿
皮
取
扱
相

成
申
候
故
、
村
方
一
一
も
一
同
歎
ケ
敷
、

又
面
目
も
無
御
座
、
右
鹿
皮
塩
町
之
外

渡
辺
村
一
一
而
取
扱
不
苦
与
申
義
、
箱
館

御
奉
行
所
様
５
御
沙
汰
有
之
候
ハ
、
、

当
時
―
―
て
誰
―
―
て
も
引
受
、
金
子
者
何

万
両
二
而
も
銀
主
可
相
成
候
、
此
一
条

上
之
御
沙
汰
急
度
御
免
之
義
無
之
而
者
、

左
右
田
昌
幸
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
）

当
村
之
取
扱
二
者
不
相
成
、
皆
々
塩
町

へ
被
引
上
候
義
故
、
銀
主
二
可
相
成
候

者
無
御
座
候
、
先
箱
館
御
奉
行
様
方
急

度
鹿
皮
二
而
も
渡
辺
村
買
売
不
苦
義
御

免
御
座
候
ハ
、
致
銀
主
、
其
上
職
人
之

義
御
望
次
第
召
連
相
下
り
可
申
旨
、
返

答
申
候
事
卜
聞
請
候
、
右
之
趣
二
付
庄

吉
事
箱
館
御
奉
行
方
皮
一
円
引
受
者
御

免
相
成
候
得
共
、
鹿
皮
等
莫
大
之
義
故
、

大
金
無
御
座
候
而
富
貝
入
申
義
難
出
来
、

銀
主
渡
辺
村
へ
引
合
申
仮
処
、
前
件
之

次
第
二
付
六
ケ
敷
、
此
義
二
付
天
満
鈴

鹿
町
四
人
へ
内
々
相
談
之
処
、
四
人
之

衆
中
被
申
候
旨
、
右
鹿
皮
御
本
山
御
用

皮
ト
致
し
相
登
候
ハ
、
、
渡
辺
も
請
込
、

又
塩
町
も
彼
是
故
障
申
事
難
出
来
、
何

れ
彼
地
御
宗
門
開
候
ハ
、
、
追
々
国
産

献
上
一
一
も
可
相
成
候
間
、
鹿
皮
も
御
産

物
之
内
与
致
し
中
度
候
、
此
段
勝
解
院

様
御
取
持
相
願
度
由
相
聞
江
候
、
右
一
一

付
返
答
二
者
左
も
取
組
之
段
至
極
宜
敷

相
間
江
候
、
併
右
鹿
皮
者
大
坂
塩
町
白

皮
屋
職
共
ら
外
一
一
取
扱
申
間
敷
旨
、
先

年
５
大
坂
御
奉
行
所
方
触
表
も
有
之
義
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な
ん
者
、
御
本
山
産
物
と
し
て
箱
館
」
ｂ

大
坂
江
船
漕
申
候
共
、
余
物
者
如
何
様

一
一
も
兎
も
角
も
可
相
成
候
得
共
、
鹿
皮

計
者
塩
町
引
請
株
故
急
度
御
奉
行
所
江

出
願
可
申
候
、
左
候
時
者
御
奉
行
所
方

も
御
本
山
江
御
引
合
一
一
可
相
成
、
其
節

御
本
山
御
威
光
二
て
御
勝
利
相
成
候
と

も
、
公
事
訴
訟
一
一
相
成
候
て
者
不
宜
、

自
然
塩
町
二
も
御
門
徒
之
者
も
有
之
候

ハ
、
定
而
御
恨
可
申
、
左
候
時
者
指
縫

之
発
端
二
可
相
成
候
間
、
此
義
者
決
而

取
持
可
申
段
不
相
成
旨
申
聞
候
所
、
何

れ
も
恐
入
申
居
候

八
月
廿
二
曰
、
伊
勢
屋
金
肋
・
川
上
屋

庄
吉
事
、
又
々
小
浜
江
罷
出
候
、
金
助

申
出
候
二
者
何
分
書
面
を
以
御
願
申
上

候
通
、
私
共
御
取
持
申
上
度
御
座
候
得

共
、
先
鹿
皮
之
義
者
指
置
、
稔
多
職
之

人
二
而
も
御
門
徒
之
内
、
多
参
り
申
居

候
ハ
、
、
御
手
助
一
一
も
可
相
成
、
又
四

人
之
者
之
内
二
も
買
用
二
付
、
両
人
相

下
り
申
度
、
価
而
庄
吉
同
伴
い
た
し
職

人
拾
人
計
召
連
相
下
り
、
彼
地
之
所
見

聞
仕
り
、
其
上
二
而
諸
事
取
計
仕
候

ハ
、
、
鹿
忽
者
無
御
座
様
奉
存
候
間
、

何
卒
火
打
村
者
御
手
近
と
承
り
候
間
、

御
理
解
被
仰
付
度
奉
願
上
候
、
猶
俗
輩

計
二
而
者
御
法
義
御
弘
通
難
致
御
座
候

間
、
御
僧
分
五
六
人
様
御
指
向
被
下
、

我
々
共
御
同
伴
二
而
相
下
申
度
候
、
右

こ
の
「
松
前
箱
館
引
合
手
続
覚
」
は
、

毫
摂
寺
の
役
僧
と
思
わ
れ
る
入
真
坊
と
箱

館
の
近
江
屋
庄
吉
お
よ
び
大
阪
天
満
鈴
鹿

町
の
四
商
人
と
の
数
度
の
折
衝
を
踏
ま
え

て
、
毫
摂
寺
が
内
容
を
纏
め
て
本
山
の
西

本
願
寺
に
提
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

時
は
安
政
三
年
二
八
五
六
）
。
函
館
仲

町
の
近
江
屋
庄
吉
が
中
心
と
な
っ
て
画
策

し
、
摂
津
の
「
職
多
」
を
皮
革
職
人
と
し

て
北
海
道
に
移
住
さ
せ
、
彼
等
が
捌
い
た

北
海
道
の
皮
を
大
坂
に
移
送
す
る
こ
と
を

目
論
む
（
他
に
函
館
仲
町
の
加
藤
屋
米

七
・
常
陸
屋
与
七
・
高
田
屋
源
左
衛
門
の

停
直
蔵
・
千
代
田
村
の
菊
地
屋
佐
兵
衛
が

関
係
し
て
お
り
、
『
松
前
一
件
』
の
五
番
帳

の
関
係
記
事
で
は
、
元
締
め
は
高
田
屋
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
。
同
年
七
月
に
は
大

坂
天
満
鈴
鹿
町
近
江
屋
八
郎
兵
衛
・
加
勢

屋
金
助
・
伊
勢
屋
金
蔵
・
藤
屋
善
兵
衛
の

四
人
ｌ
こ
の
四
人
は
、
西
本
願
寺
の
院
家

寺
院
で
北
摂
の
有
力
寺
院
で
あ
っ
た
毫
摂

寺
（
小
浜
御
坊
）
の
門
徒
ｌ
を
取
次
と
し

之
趣
又
々
願
出
候
二
付
返
答
二
者
、
此

義
随
分
尤
之
申
方
二
相
聞
候
、
併
火
打

村
速
と
て
も
遠
境
之
処
故
承
引
可
申

哉
、
其
義
難
計
候
得
共
理
解
可
申
聞
候
、

又
僧
分
之
義
者
一
了
簡
一
一
難
取
計
、
此

者
御
本
山
江
伺
之
上
返
答
可
申
旨
申
聞

置
候

て
、
真
宗
門
徒
の
皮
革
職
人
を
北
海
道
に

移
住
さ
せ
る
こ
と
を
西
本
願
寺
（
願
書
等

の
宛
所
は
毫
摂
寺
）
に
願
い
出
る
。

真
宗
門
徒
で
は
な
か
っ
た
川
上
屋
庄
吉

等
は
真
宗
へ
の
改
宗
を
願
い
、
ま
た
東
本

願
寺
に
対
し
て
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
も
の

の
北
海
道
開
教
を
開
始
し
つ
つ
あ
っ
た
西

本
願
寺
の
利
益
に
も
、
さ
ら
に
は
移
住
し

た
皮
革
職
人
の
利
益
や
幕
府
の
北
海
道
開

発
の
意
図
に
も
叶
う
こ
と
で
あ
る
と
強
調

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
目
論
見
の
実
現
に
西

本
願
寺
の
協
力
を
取
り
つ
け
よ
う
と
す

る
。
函
館
に
出
張
所
建
立
を
目
指
し
て
い

た
西
本
願
寺
に
は
、
出
張
所
建
立
が
遅
れ

る
こ
と
は
「
御
一
派
之
御
暇
灌
歎
ケ
敷
次

第
」
で
あ
り
、
東
本
願
寺
の
松
前
専
念
寺

が
北
海
道
へ
の
「
入
人
」
と
な
る
「
牛
馬

を
取
扱
候
穣
多
」
を
す
べ
て
門
徒
と
し
た

い
と
い
う
願
い
が
函
館
奉
行
に
拒
否
さ
れ

た
と
い
う
「
幸
之
義
」
が
あ
り
、
「
広
大
之

土
地
、
几
只
今
迄
日
本
今
一
国
出
来
可
致

程
之
由
、
此
処
二
而
手
抜
候
而
ハ
誠
二
末
代

之
後
悔
、
此
上
有
間
敷
」
と
い
う
認
識
も

存
在
し
て
い
た
。
函
館
の
商
人
の
財
力
と

北
海
道
へ
の
「
入
人
」
を
出
張
所
附
の
門

徒
に
し
て
、
そ
の
財
政
維
持
の
一
助
に
す

る
と
い
う
方
向
で
、
前
向
き
に
状
況
調

査
・
検
討
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
松
前
一
件
』
の
冊
子
群
か
ら

拾
い
出
せ
る
史
料
の
上
で
は
、
「
鹿
皮
」
が

本
当
の
狙
い
で
あ
る
こ
と
は
、
三
者
の
話

し
合
い
が
か
な
り
進
ん
だ
段
階
で
明
ら
か

に
な
る
話
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
川
上
屋
庄

吉
が
天
満
鈴
鹿
町
の
四
人
に
話
を
持
ち
か

け
た
段
階
の
史
料
で
は
、
「
彼
地
一
一
而
右
庄

吉
奉
願
上
候
一
件
者
、
獣
丼
牛
馬
迄
之
皮

一
円
二
引
受
願
済
之
儀
二
付
罷
登
り
」
「
右

願
立
之
発
端
圧
吉
江
承
り
合
候
処
、
何
分

未
不
開
土
地
柄
製
法
之
義
も
不
存
故
、
用

弁
不
成
候
、
只
々
廃
物
二
相
成
、
殊
に
者

御
出
役
人
当
時
入
用
第
一
之
品
物
二
有

之
、
眼
前
其
製
法
不
存
与
者
乍
申
、
残
念
之

思
召
歎
ケ
敷
次
第
」
で
あ
り
、
「
皮
取
扱
渡

世
引
受
人
井
職
渡
世
之
も
の
共
」
を
北
海

道
に
移
任
さ
せ
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。た
だ
、
「
鹿
皮
」
買
い
集
め
の
資
金
提
供

者
と
し
て
渡
辺
村
の
「
播
源
」
（
播
磨
屋
か
。

名
前
の
「
源
」
は
不
明
）
に
意
向
を
質
し

た
に
し
て
は
、
川
上
屋
庄
吉
が
毫
摂
寺
の

入
真
坊
に
「
皮
師
職
之
者
（
中
略
）
者
当

地
渡
辺
村
与
申
方
御
座
候
得
共
、
此
方
相

頼
之
節
者
右
皮
上
坂
之
節
、
格
別
損
徳
之

義
御
座
候
間
、
此
村
相
除
被
下
、
外
方
二

而
職
人
召
連
下
度
御
座
候
」
と
渡
辺
村
で

は
な
く
他
村
の
「
職
多
」
を
職
人
と
し
て

移
住
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
こ
と

が
理
解
で
き
な
い
。
さ
ら
に
話
し
合
い
の

場
で
、
川
上
屋
庄
吉
が
毫
摂
寺
側
に
目
論

見
の
信
瀝
性
を
実
証
す
る
た
め
に
見
せ
た
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辰
四
月
付
の
函
館
奉
行
宛
て
の
願
書
下
書

き
の
中
に
、
あ
た
か
も
今
回
の
目
論
見
が

渡
辺
村
か
ら
の
発
案
で
あ
る
か
の
よ
う
に

「
大
坂
唐
物
町
木
屋
金
兵
衛
与
申
者
方
私

方
江
以
書
面
申
参
り
候
一
一
萱
大
坂
渡
辺

稔
多
共
方
頼
合
一
一
者
箱
館
表
江
引
越
、
皮

類
取
扱
仕
度
、
勿
論
御
用
之
儀
者
何
成
共

相
勤
可
申
、
依
之
箱
館
住
所
御
免
被
仰
付

被
下
度
奉
願
上
呉
候
様
申
越
候
ニ
付
」
と

記
し
て
い
る
こ
と
も
解
せ
な
い
。
こ
れ
が

渡
辺
村
か
ら
の
要
求
に
基
づ
い
た
動
き
で

あ
る
な
ら
、
「
鹿
皮
」
取
扱
に
関
す
る
渡
辺

村
の
「
播
源
」
の
消
極
性
が
理
解
で
き
な

い
。
同
じ
願
書
下
書
き
に
は
「
先
年
私
義
、

松
前
様
御
領
地
之
剛
者
願
済
之
上
、
皮
類

買
入
仕
、
大
坂
表
江
度
々
差
登
罷
在
候
処
」

と
記
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
も
「
態
々

御
当
地
江
罷
登
り
候
得
共
、
知
ル
人
者
無

之
、
前
書
之
手
続
二
而
私
共
相
頼
越
候
訳

柄
二
御
座
候
」
と
い
う
天
満
鈴
鹿
町
の
四

人
の
文
言
と
矛
盾
す
る
。
川
上
屋
庄
吉
が

北
海
道
で
「
皮
類
」
を
買
入
て
大
坂
に
登

っ
て
い
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
取
引
関
係
の

商
人
が
存
在
し
た
筈
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
見
て
く
る
と
川
上
屋
庄
吉
ら
の
目
論
見

に
は
、
か
な
り
胡
散
臭
さ
が
つ
き
ま
と
っ

て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
に
記
し
た
よ
う

に
北
海
道
開
教
に
お
い
て
東
本
願
寺
に
遅

れ
を
と
っ
て
い
た
西
本
願
寺
で
は
、
「
松
前

箱
館
引
合
手
続
覚
」
に
つ
い
て
、
実
際
に

は
「
御
出
張
所
御
起
立
迄
、
中
々
以
不
容

易
之
御
雑
費
相
掛
り
可
申
」
と
考
え
ら
れ

る
も
の
の
、
「
右
手
続
二
候
得
者
決
而
御
本

山
御
迷
惑
筋
無
之
」
で
あ
る
か
ら
、
「
右
様

之
義
ハ
仮
令
虚
談
一
一
候
と
も
不
捨
置
、
実

事
一
一
引
入
御
趣
意
相
立
候
様
可
致
ハ
出
役

之
働
」
と
い
い
、
実
現
の
可
能
性
模
索
が

重
視
さ
れ
て
い
た
。
毫
摂
寺
も
火
打
村
に

「
理
解
」
を
申
聞
か
せ
よ
う
と
し
た
よ
う

で
あ
り
、
八
月
二
十
三
日
か
ら
は
実
際
に

毫
摂
寺
（
小
浜
御
坊
）
周
辺
の
「
滅
多
村
」

に
意
向
の
照
会
を
開
始
す
る
。

こ
れ
以
降
は
、
今
回
の
史
料
探
索
の
範

囲
で
は
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
記
述
を

見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
西
本
願
寺
の
北
海

道
開
教
は
、
翌
安
政
四
年
に
は
軌
道
に
乗

り
出
す
の
だ
が
、
川
上
屋
庄
吉
ら
の
目
論

見
は
実
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
松
前
一

件
』
に
記
事
が
見
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
実
現
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

も
そ
も
こ
の
小
文
の
契
機
と
な
っ
た
悪
筆

の
一
紙
文
書
（
近
江
屋
八
郎
兵
衛
が
明
専

寺
に
宛
て
た
手
続
書
）
に
も
「
金
助
方
私

江
談
合
致
し
候
処
、
其
振
合
二
て
穣
駄
村

引
合
仕
候
得
共
、
三
百
里
余
茂
相
隔
リ
遠

境
の
義
故
、
面
々
共
カ
ニ
お
よ
ぱ
づ
候
」

と
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
川
上
屋
庄
吉
ら
の
目
論

見
が
、
幕
末
期
の
国
学
者
や
儒
者
の
「
微

渡
辺
俊
雄
よ
り
「
現
代
」
の
史
料
編
の

目
次
（
案
）
と
そ
れ
に
基
い
て
研
究
所
の

所
蔵
史
料
の
な
か
の
新
規
史
料
の
み
で
構

成
し
た
時
の
分
量
、
そ
し
て
実
態
、
意
識
・

文
化
、
運
動
、
行
政
、
教
育
ご
と
の
史
料

収
集
に
際
し
て
の
問
題
意
識
が
報
告
さ
れ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
①
部
落
に
住
む
朝

鮮
人
人
口
は
既
存
資
料
で
は
分
か
ら
な
い

の
で
、
い
く
つ
か
の
部
落
の
ケ
ー
ス
を
調

べ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
公
立
の
旧
西
今

里
中
学
校
の
資
料
を
も
と
に
西
成
地
区

の
百
・
の
朝
鮮
人
の
職
業
構
成
を
さ
ぐ
る

こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
作
業
は
か
な
り
難
し
い
面

が
あ
る
、
②
意
識
面
で
は
日
本
の
場
合
、

多
・
非
人
蝦
夷
地
移
住
論
」
や
函
館
奉
行

に
よ
る
「
蝦
夷
地
」
開
拓
の
労
働
力
と
し

て
諸
国
の
「
稔
多
・
非
人
」
を
導
入
す
る

動
き
（
菊
池
勇
『
ア
イ
ヌ
民
族
と
日
本
人
』

朝
日
新
聞
社
、
参
照
）
な
ど
を
踏
ま
え
て

発
想
さ
れ
た
と
す
る
に
は
、
少
し
異
質
な

も
の
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
川

上
屋
庄
吉
ら
の
目
論
見
は
、
民
間
か
ら
の
、

し
か
も
「
微
多
」
の
職
能
を
そ
の
ま
ま
生

研
究
会

報
告

現
代
部
会（
’
九
九
六
年
三
月
一
一
日
）

戦
前
の
意
識
を
か
な
り
引
き
ず
っ
て
き
て

い
る
の
で
そ
の
あ
た
り
を
明
ら
か
に
し
た

い
、
③
在
日
朝
鮮
人
連
盟
の
結
成
大
会
に

は
松
本
治
一
郎
が
来
賓
挨
拶
を
し
て
い
る

が
、
大
阪
の
結
成
大
会
や
一
九
六
○
年
代

前
半
頃
ま
で
は
双
方
と
も
連
帯
と
い
う
関

係
が
成
立
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
背
景
に
は
人
権
問
題
そ
の
も
の
よ
り

も
政
党
の
動
き
が
強
く
あ
っ
た
か
ら
で
は

な
い
か
。
そ
う
い
っ
た
点
の
克
服
の
視
点

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
、
④
部
落
内
の
意

識
の
動
向
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
、
青
年
同

盟
が
ど
の
よ
う
に
部
落
を
と
ら
え
て
い
た

の
か
、
全
日
本
同
和
会
が
ど
う
い
う
方
針

を
と
っ
て
い
た
の
か
、
等
も
十
分
視
野
に

入
れ
て
い
く
べ
き
、
⑤
教
育
で
は
学
校
文

化
と
い
う
視
点
よ
り
教
員
の
意
識
状
況
の

変
化
を
何
と
か
把
握
で
な
い
か
、
等
の
意

か
し
た
、
つ
ま
り
「
平
人
」
に
一
戻
し
た
上

で
あ
る
と
か
、
「
ゲ
ガ
レ
」
を
祓
っ
た
上
で

な
ど
と
い
う
手
続
き
を
含
ん
で
い
な
い
移

住
「
論
」
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
注
目
し

て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

史
料
探
索
の
報
告
は
以
上
で
あ
る
が
、

「
鹿
皮
」
の
問
題
な
ど
「
大
阪
の
部
落
史
」

に
何
か
役
立
つ
点
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。



大阪の部落史通信 (4)

一
月
一
二
日
午
後
三
時
、
泉
佐
野
市
の

下
瓦
屋
解
放
会
館
に
来
る
。
下
瓦
屋
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
た
め
だ
。

下
瓦
屋
支
部
の
中
西
常
泰
支
部
長
に
案
内

を
お
願
い
し
、
田
中
治
朗
事
務
局
長
を
は

じ
め
と
す
る
部
落
解
放
泉
南
紀
北
地
域
民

衆
史
研
究
会
の
方
々
と
と
も
に
地
域
を
ま

わ
る
。

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
た

そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
、
わ
た
し
が
『
新

修
大
阪
の
部
落
史
』
に
書
い
た
下
瓦
屋
に

関
す
る
記
述
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
泉
佐
野
市
の
下
瓦
屋
と
鶴
原
は
、

『
部
落
台
帳
』
で
は
「
北
中
通
村
大
字
鶴

原
字
布
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

村
は
、
近
世
に
お
い
て
は
鶴
原
村
・
下
瓦

屋
村
と
い
う
二
つ
の
本
村
が
共
有
し
て
い

た
枝
郷
で
、
い
わ
ば
共
有
地
に
あ
っ
た
被

差
別
部
落
で
あ
る
。
た
だ
、
現
在
ま
で
の

鶴
原
地
区
と
下
瓦
屋
地
区
は
、
交
流
の
度

合
い
な
ど
か
ら
み
て
、
あ
た
か
も
別
の
地

見
が
出
さ
れ
た
。

溝
上
瑛
よ
り
は
文
化
・
思
想
に
つ
い
て

の
第
一
次
報
告
が
さ
れ
、
部
落
外
の
意
識

史実

別
個
の
集
落
だ
っ
た
下
瓦
屋
地
区

「
新
修
大
阪
の
部
落
史
』
上
巻
の
記
述
に
関
わ
る
自
己
批
判

区
で
あ
る
か
の
よ
う
な
雰
囲
気
も
残
さ
れ

て
い
る
。
」
二
○
七
頁
）

つ
ま
り
、
下
瓦
屋
と
鶴
原
を
一
地
区
と

見
な
し
て
い
る
。
〃
根
拠
〃
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
『
大
阪
同
和
教
育
史
料
集
』
第
三

巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
部
落
改
善
調
査
」

や
、
『
樫
井
部
落
文
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い

る
「
和
談
一
札
」
な
ど
に
、
「
布
村
」
へ
野
々

村
）
の
記
載
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
以
前
、
大
阪
同
和
教
育
史
料
集
の

編
纂
で
泉
佐
野
市
域
を
担
当
し
た
時
の
印

象
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
地
域
が
も
と
も
と

一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
多
少
の
疑
問

が
あ
っ
た
。
そ
の
せ
い
だ
ろ
う
。
〃
史
料
的
〃

に
は
一
地
域
だ
ろ
う
と
〃
確
信
〃
し
な
が

ら
、
『
新
修
大
阪
の
部
蕗
史
』
の
記
述
は
、

い
か
に
も
〃
中
途
半
端
〃
な
表
現
に
な
っ

て
い
る
。

昨
年
の
一
一
月
初
旬
、
下
瓦
屋
の
歴
史

を
調
べ
て
い
る
山
中
明
氏
か
ら
電
話
。

〃
敬
愛
す
る
〃
先
輩
で
、
も
う
二
○
年
以

上
の
付
き
合
い
に
な
る
。
「
あ
ん
た
の
文

だ
け
で
な
く
部
落
と
部
落
外
と
の
「
接
点
」

の
状
況
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
た
い
旨

が
提
起
さ
れ
た
。

中
尾
健
次
（
大
阪
教
育
大
学
）

章
、
あ
れ
ま
ち
が
い
や
で
」
と
い
う
シ
ョ

ッ
キ
ン
グ
な
内
容
。
久
し
ぶ
り
に
会
お
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
’
二
月
四
日
に
旧

交
を
温
め
る
。

泉
州
地
域
の
部
落
史
研
究
は
、
こ
こ
数

年
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。

「
熊
取
町
史
』
史
料
編
（
Ｉ
は
一
九
九
○

年
、
Ⅱ
は
一
九
九
五
年
刊
行
）
に
は
、
部

落
史
関
係
の
史
料
が
多
数
収
録
さ
れ
、
ま

た
貝
塚
で
は
、
｜
昨
年
来
、
福
原
家
文
書

の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

昨
年
の
三
月
に
は
、
藤
本
清
二
郎
氏
の
『
近

世
か
わ
た
村
支
配
の
政
治
形
態
罠
発
行
も

藤
本
氏
）
が
生
ま
れ
て
い
る
。

山
中
氏
の
話
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
成

果
と
地
元
の
土
地
勘
に
基
づ
き
、
鶴
原
と

下
瓦
屋
と
は
、
近
世
以
前
か
ら
別
個
の
地

域
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
両
地

域
は
、
一
つ
の
地
域
で
は
な
く
、
中
世
・

近
世
を
通
じ
て
、
全
く
別
の
、
二
つ
の
「
か

わ
た
村
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

私
は
、
こ
れ
ら
の
新
史
料
や
藤
本
氏
の

研
究
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
先
に
わ
た
し

の
書
い
た
記
述
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
た
。
同
時
に
、
地
域
の
土
地

勘
を
持
ち
た
い
と
も
思
っ
た
。
そ
の
結
果
、

山
中
氏
を
通
じ
て
中
西
常
黍
氏
に
連
絡
し

て
い
た
だ
き
、
部
落
解
放
泉
南
紀
北
地
域

民
衆
史
研
究
会
の
活
動
と
し
て
、
｜
月
一

二
日
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
位
置
づ
け

て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
村
の
寺
で
あ
る
正

覚
寺
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
報
恩
議
の
催
し
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
合
間
を
ぬ

っ
て
住
職
さ
ん
が
親
切
に
説
明
を
し
て
く

れ
る
。
本
堂
は
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）

に
建
立
さ
れ
た
が
、
御
本
尊
に
は
本
願
寺

一
○
代
目
法
王
証
如
上
人
の
銘
が
刻
ま
れ

て
い
る
と
か
。
と
な
れ
ば
、
天
文
年
間
二

五
三
二
～
’
五
五
五
）
の
開
基
と
な
る
。

広
い
敷
地
と
大
き
な
本
堂
に
は
、
そ
う
し

た
歴
史
を
思
わ
せ
る
風
格
が
あ
る
。

正
覚
寺
の
す
ぐ
側
に
、
か
っ
て
下
瓦
屋

と
鶴
原
の
境
界
で
あ
っ
た
土
手
が
あ
る
。

段
差
が
約
一
メ
ー
ト
ル
で
、
現
在
は
そ
の

一
部
が
残
さ
れ
る
だ
け
。

大
阪
和
泉
泉
南
線
を
越
え
た
と
こ
ろ
に

下
瓦
屋
の
共
同
墓
地
が
あ
る
。
文
政
年
間

（
一
八
一
八
～
一
八
三
○
）
の
も
の
が
散

見
さ
れ
る
。
｜
方
、
鶴
原
の
墓
は
全
く
別

の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
下
瓦
屋
と
鶴
原
と

が
、
集
落
と
し
て
独
立
し
て
い
た
こ
と
を

間
接
的
に
示
し
て
い
る
。

地
元
で
は
、
以
前
か
ら
、
下
瓦
屋
と
鶴

原
と
が
別
個
の
集
落
で
あ
る
こ
と
を
確
信

し
て
き
た
。
こ
の
土
地
勘
が
、
最
近
の
研

究
に
よ
っ
て
も
実
証
的
に
裏
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
地
域
史
に
お
い
て
は
、
史
料
ば
か

り
で
な
く
、
こ
う
し
た
土
地
勘
が
い
か
に

重
要
で
あ
る
か
を
、
わ
た
し
自
身
、
再
確

史実

中
尾
健
次
（
大
阪
教
育
大
学
）

別
個
の
集
落
だ
っ
た
下
瓦
屋
地
区

凸
新
修
大
阪
の
部
落
史
』
上
巻
の
記
述
に
関
わ
る
ロ
ロ
批
判



(5) 大阪の部落史通信996年３月

認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

近
世
に
お
け
る
実
証
的
な
裏
づ
け
は
、

昨
年
、
藤
本
清
二
郎
氏
の
『
近
世
か
わ
た

村
支
配
の
政
治
形
態
』
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
。
藤
本
氏
は
、
ま
ず
天
保
九
年
二
八

三
八
）
の
国
絵
図
に
お
い
て
、
瓦
屋
村
の

近
く
に
二
つ
の
「
皮
多
村
」
が
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
（
八
頁
）
、
さ
ら
に
宝

暦
二
年
（
’
七
五
二
）
の
『
和
泉
国
輿
地

図
』
に
お
い
て
も
、
す
で
に
「
ツ
ル
ハ
ラ

ノ
皮
田
」
と
「
北
出
ノ
皮
田
」
（
下
瓦
屋
）

が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い

る
二
九
頁
）
。

同
書
に
は
、
福
原
家
文
書
が
多
数
収
録

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
史
料
六
九
（
天

明
三
年
）
・
七
○
（
天
明
五
年
）
に
は
「
瓦

屋
村
皮
多
肝
煎
左
次
兵
衛
」
の
名
が
見

え
、
史
料
七
二
（
年
不
詳
）
で
は
「
鶴
原

村
皮
田
・
瓦
屋
村
皮
田
・
樽
井
村
皮
田
・

当
嶋
村
」
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
史
料

八
四
（
文
化
二
年
）
で
は
「
鶴
原
村
皮

田
村
肝
煎
仁
右
衛
門
同
喜
八
」
と
並

ん
で
、
「
瓦
屋
村
皮
田
村
肝
煎
伝
三
」
の

名
が
見
え
る
。

こ
う
し
た
記
載
例
か
ら
考
え
て
も
、
両

地
域
が
別
の
「
か
わ
た
村
」
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な

い
ｏこ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
両
地
域
を

「
布
村
」
（
野
々
村
）
と
す
る
記
載
が
な
ぜ

生
ま
れ
た
の
か
、
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

前
掲
「
部
落
改
善
調
査
」
に
つ
い
て
は
「
行

政
の
机
上
の
調
査
に
よ
る
歪
曲
」
が
あ
る

こ
と
を
、
石
垣
進
氏
が
実
証
し
て
い
る

言
未
来
を
見
通
す
理
論
と
展
望
を
』
部
落

解
放
泉
南
紀
北
民
衆
史
研
究
会
）
。

さ
ら
に
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
藤
本
氏

が
紹
介
す
る
史
料
八
○
・
八
一
（
年
不
詳
）

に
「
し
ま
む
ら
」
「
両
の
袋
む
ら
」
「
下
瀧

む
ら
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、

人
足
派
遣
を
求
め
た
覚
書
で
か
わ
た
村

同
士
の
連
絡
を
簡
略
に
伝
え
た
も
の
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
、
こ
う
し
た
場
合
に
、
俗

称
と
し
て
「
両
の
シ
む
ら
」
の
称
が
使
わ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
史

料
に
し
て
も
「
両
」
と
し
て
表
現
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
、
「
布
村
」
（
野
々
村
）
が
一

つ
の
集
落
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
簡
略
し
、

「
両
」
を
略
す
場
合
の
あ
っ
た
こ
と
が
、

誤
解
を
生
む
背
景
に
な
っ
て
い
る
。
た
と

え
ば
史
料
八
○
で
は
、
同
じ
史
料
に
「
両

の
シ
む
ら
」
と
あ
る
一
方
で
、
「
し
ま
む
ら

の
シ
む
ら
た
き
む
ら
」
と
の
記
述
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
「
両
」
が
省
略
さ
れ
て
い

る
。
じ
つ
は
、
前
掲
「
和
談
一
札
」
も
、

か
わ
た
村
同
士
の
連
絡
で
、
こ
こ
に
も

「
野
公
村
」
の
記
載
が
あ
り
、
そ
の
直
後

に
「
鶴
原
瓦
屋
皮
多
村
」
と
も
記
さ
れ
て

全
国
水
平
社
創
立
七
○
周
年
を
機
に
リ

パ
テ
ィ
お
お
き
か
が
開
催
し
た
特
別
展

に
、
ハ
ン
グ
ル
で
「
畔
込
叫
」
と
ル
ビ
の

あ
る
松
田
喜
一
の
選
挙
演
説
会
ニ
ュ
ー
ス

（
一
九
三
六
年
）
が
出
展
さ
れ
て
い
た
（
大

阪
人
権
歴
史
資
料
館
『
全
国
水
平
社
』
の

九
五
頁
、
一
六
一
頁
）
。
南
王
子
村
の
村
会

議
員
選
挙
で
は
、
一
九
三
七
年
に
一
人
、

一
九
四
二
年
に
は
三
人
の
朝
鮮
人
が
当
選

し
て
い
る
こ
と
が
、
以
前
か
ら
気
に
な
っ

て
い
た
（
『
吾
等
の
叫
び
」
一
九
三
頁
）
。

さ
ら
に
『
朝
鮮
人
強
制
連
行
調
査
の
記
録

大
阪
編
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
半
井

知
事
引
継
書
』
（
二
二
一
頁
以
下
）
に
は
「
在

住
朝
鮮
人
の
政
治
的
進
出
状
況
」
の
項
目

が
あ
り
、
’
九
四
一
年
現
在
で
堺
市
・
吹

田
市
・
泉
北
郡
春
木
町
・
同
樽
井
村
。
同

南
王
子
村
・
同
大
津
町
・
中
河
内
郡
枚
岡

町
（
二
人
）
・
同
瓜
破
村
に
朝
鮮
人
議
員
の

い
る
。
「
部
落
改
善
調
査
」
は
、
こ
う
し
た

俗
称
的
な
、
し
か
も
省
略
さ
れ
た
名
称
で

あ
る
「
布
村
」
を
、
そ
の
ま
ま
無
批
判
的

に
記
載
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

さ
て
、
書
き
足
り
な
い
点
は
多
々
あ
る

が
、
紙
数
が
尽
き
て
き
た
。
最
後
に
、
無

害

評

松
田
利
彦
「
戦
前
期
の
在
日
朝
鮮
人
と
参
政
権
」

八
双
書
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
法
律
問
題
５

名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。

大
阪
府
「
昭
和
八
年
度
朝
鮮
人
に
関
す

る
統
計
表
」
（
『
朝
鮮
問
題
資
料
叢
書
』
第

三
巻
）
の
う
ち
「
在
住
朝
鮮
人
部
落
密
集

地
方
調
」
に
よ
れ
ば
、
生
江
（
六
四
五
人
）
・

西
成
（
北
開
・
中
開
・
南
開
だ
け
で
二
三

三
二
人
）
・
浪
速
（
栄
町
で
三
八
七
人
）
・

矢
田
（
二
九
三
人
）
・
堺
（
’
一
○
○
人
）
・

和
泉
（
六
八
九
人
）
・
安
中
（
一
二
三
人
）
・

吹
田
（
三
九
一
人
）
な
ど
、
明
ら
か
に
被

差
別
部
落
と
重
な
る
地
域
が
あ
る
。
こ
の

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
先
の
一
九
四
一
年
現

在
の
朝
鮮
人
議
員
の
う
ち
少
な
く
と
も
堺

市
・
吹
田
市
・
南
王
子
村
は
部
落
と
関
係

す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
泉
野
利
喜
蔵
が
日

本
大
衆
党
の
支
持
を
得
て
堺
市
会
議
員
に

当
選
し
た
後
、
同
じ
無
産
派
（
社
会
民
衆

党
）
議
員
の
油
谷
虎
松
と
と
も
に
朝
鮮
人

の
住
宅
立
ち
退
き
反
対
運
動
に
か
か
わ
っ

理
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、
寒
風
の
吹
き
す

さ
ぶ
な
か
、
三
時
間
に
わ
た
っ
て
地
域
を

案
内
し
て
下
さ
っ
た
下
瓦
屋
支
部
の
支
部

長
中
西
常
泰
氏
に
お
礼
を
申
し
上
げ
、
と

り
あ
え
ず
ペ
ン
を
置
き
た
い
と
思
う
。

渡
辺
俊
雄
（
部
落
解
放
研
究
所
）

書
評■

渡
辺
俊
雄
（
部
落
解
放
研
究
所
）

松
田
利
彦
一
閨
戦
前
期
の
在
日
朝
鮮
人
と
参
政
権
し

八
双
詳
在
ロ
韓
国
・
朝
鮮
人
の
法
律
問
題
５
Ｖ



大阪の部落史通信 (6)
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
実
態
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
部
落
と
在
日
朝
鮮
人
の
選

挙
権
・
被
選
挙
権
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た

断
片
的
な
知
識
し
か
な
か
っ
た
が
、
今
般

本
書
を
読
ん
で
「
帝
国
臣
民
ダ
ル
男
子
」

で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
参
政
権
が
在

日
朝
鮮
人
へ
も
認
め
ら
れ
る
と
の
法
解
釈

が
、
普
通
選
挙
法
施
行
以
前
の
一
九
二
○

年
（
第
一
四
回
衆
議
院
議
員
選
挙
）
か
ら

あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
か

ら
朝
鮮
人
が
差
別
な
く
位
置
付
け
ら
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
参
政
権
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
在

日
朝
鮮
人
側
へ
の
複
雑
な
問
題
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
一
九
二

一
年
当
時
す
で
に
大
阪
で
は
二
人
い
た
と

い
う
在
日
朝
鮮
人
の
有
権
者
は
、
そ
の
後

の
普
通
選
挙
の
実
施
や
朝
鮮
人
の
渡
航
形

態
が
「
出
稼
ぎ
型
」
か
ら
「
挙
家
離
村
型
」

に
か
わ
っ
て
定
住
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
、
一
九
三
○
年
代
に
入
る
と
飛
躍

的
に
増
加
し
（
一
九
二
八
年
”
四
八
七
三

人
、
’
九
一
一
一
二
年
叩
八
四
○
二
人
、
一
九

一
一
一
六
年
中
一
一
万
八
○
五
三
人
）
、
共
産
党
や

合
法
無
産
政
党
の
日
本
人
候
補
者
を
支
援

す
る
（
例
え
ば
、
’
九
三
○
年
二
月
の
第

一
七
回
衆
議
院
選
挙
で
の
小
岩
丼
浄
、
栗

須
七
郎
）
。
も
っ
と
も
、
朝
鮮
人
は
街
頭
示

威
運
動
の
性
格
の
強
い
選
挙
運
動
で
実
働

部
隊
の
役
割
を
期
待
さ
れ
、
弾
圧
に
さ
ら

さ
れ
た
よ
う
だ
。

さ
ら
に
在
日
朝
鮮
人
自
身
、
被
選
挙
権

を
行
使
し
て
衆
議
院
議
員
（
’
九
三
二
年

に
朴
春
琴
が
当
選
）
ほ
か
各
級
議
会
に
進

出
す
る
。
大
阪
に
限
っ
て
も
、
一
九
二
九

年
の
堺
市
議
選
（
こ
の
選
挙
は
泉
野
利
喜

蔵
が
初
当
選
し
た
時
）
以
降
一
九
四
三
年

に
至
る
間
に
、
延
べ
五
八
人
が
立
候
補
し
、

二
三
人
が
当
選
し
て
い
る
（
八
一
一
頁
）
。
部

落
と
の
関
連
は
、
先
に
触
れ
た
堺
市
・
吹

田
市
・
南
王
子
村
に
限
ら
れ
な
い
か
も
し

れ
な
い
。

『
吾
等
の
叫
び
』
で
出
典
と
し
た
『
特

高
月
報
』
で
は
一
九
三
六
年
以
降
の
こ
と

し
か
判
明
し
な
い
が
、
南
王
子
村
で
も
そ

れ
以
前
か
ら
村
会
へ
の
進
出
が
あ
っ
た
可

能
性
も
あ
る
。
’
九
三
○
年
の
岸
和
田
紡

績
の
争
議
に
南
王
子
村
在
住
の
朝
鮮
人
が

応
援
に
駆
け
付
け
て
い
る
こ
と
が
『
岸
和

田
市
史
』
第
八
巻
（
九
二
三
頁
）
か
ら
も

知
ら
れ
る
。

こ
れ
も
す
で
に
別
の
機
会
で
も
触
れ
た

が
、
戦
後
は
八
坂
町
に
泉
北
朝
鮮
小
学
校

が
設
置
さ
れ
て
い
る
し
、
部
落
の
児
童
も

通
う
隣
村
の
信
太
小
学
校
で
は
一
九
五
○

年
に
在
日
朝
鮮
人
が
民
族
教
育
を
実
施
す

る
よ
う
求
め
て
運
動
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
の
「
大
阪
の
部
落
史
」
に
は
、
当
然
こ

う
し
た
事
実
を
ふ
ま
え
た
叙
述
が
必
要
と

和
泉
の
信
大
山
盆
踊
り
は
、
や
ぐ
ら
を

中
心
に
し
て
「
左
ま
わ
り
」
に
旋
回
す
る
。

時
計
と
は
逆
ま
わ
り
の
輪
を
描
く
わ
け
だ

が
、
な
ぜ
「
左
ま
わ
り
」
な
の
か
。
そ
し

て
奇
妙
な
こ
と
に
、
地
元
の
古
老
は
そ
れ

を
「
右
ま
わ
り
」
と
称
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
を
考
え
て
み
た
い
が
、
そ
の
前
に
盆

踊
り
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
見
て
お
こ

シ
フ
。本
来
、
盆
踊
り
と
い
う
も
の
は
、
神
霊

を
迎
え
豊
穣
を
祈
る
農
耕
儀
礼
で
あ
っ
た

が
、
の
ち
に
、
祖
霊
と
ム
ラ
の
周
辺
を
漂

う
無
縁
仏
の
霊
と
を
招
き
、
そ
れ
ら
を
鎮

め
、
供
養
す
る
仏
教
民
俗
行
事
と
し
て
成

熟
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
定
ま
っ
た
リ

ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
繰
り
返
し
、
輪
を

描
い
て
い
る
う
ち
に
、
興
奮
、
晄
惚
の
境

に
入
り
、
魂
が
抜
け
た
よ
う
な
一
種
の
ト

ラ
ン
ス
状
態
と
な
る
。
そ
れ
は
、
神
霊
（
ま

つ

た
は
祖
霊
）
に
懸
か
れ
た
「
も
の
ぐ
る
い
」

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

在
日
朝
鮮
人
（
お
よ
び
台
湾
人
）
の
参

政
権
は
、
’
九
四
五
年
一
二
月
の
衆
議
院

議
員
選
挙
法
の
改
正
（
女
性
の
参
政
権
が

初
め
て
認
め
ら
れ
た
画
期
的
な
改
正
）
で

『
》
》
蕊
篝
鵜
雛
議
蕊
糠
議
一
雛
謙
譲
灘
霧
繊
鋳
啼
灘
蕊
議
》
鱸
》

信
大
山
盆
踊
り
と
左
マ
ワ
リ
松
原
右
樹
（
大
阪
府
立
伯
太
高
校
）

（
神
が
か
り
）
の
状
態
と
な
る
わ
け
で
、

踊
り
手
た
ち
の
描
く
円
は
、
お
の
ず
か
ら

聖
と
な
る
空
間
、
異
界
と
な
っ
て
い
く
。

そ
れ
を
鋭
い
感
性
で
と
ら
え
た
歌
人
、
岡

野
弘
彦
は
次
の
よ
う
に
詠
む
。

「
ま
た
ひ
と
り
顔
な
き
男
あ
ら
わ
れ

て
暗
き
踊
り
の
輪
を
ひ
ろ
げ
ゆ
く
」

よ
ふ

「
夜
の
更
け
の
盆
の
踊
り
に
ひ
た
ひ

た
と
影
ふ
え
て
く
る
は
戦
死
者
の

雫一工」

ま
さ
に
、
盆
踊
り
の
輪
の
中
に
は
、
ひ

よ

た
ひ
た
と
源
っ
て
く
る
亡
き
人
々
の
霊
が

あ
っ
た
。
そ
れ
を
迎
え
る
た
め
、
踊
り
手

は
自
分
が
自
分
で
あ
つ
っ
て
は
い
け
な

い
。
自
己
の
固
有
の
性
質
を
消
し
去
り
、

死
者
の
霊
そ
の
も
の
に
な
る
わ
け
で
あ

る
。
信
太
山
盆
踊
り
で
も
、
踊
り
手
た
ち

は
白
手
拭
い
で
顔
を
全
部
隠
し
、
目
だ
け

出
し
て
踊
る
の
も
、
死
者
に
変
身
し
て
い

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

剥
奪
｛
当
分
の
内
之
を
停
止
す
」
）
さ
れ

て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
本
書
の
筆
者

は
、
京
都
大
学
文
学
部
。

（
明
石
書
店
、
’
九
九
五
年
四
月
、
Ｂ
６

判
・
’
三
五
頁
、
’
六
五
○
円
）

信
大
山
盆
踊
り
と
左
マ
ワ
リ
松
原
右
樹
（
大
阪
府
立
伯
太
高
校
）

露
霧
鑑
識
轤
蕊
隷
鑓
灘
識
霧
鰯
霧
嬢
鐸
蕊
蕊
》
議
蛎
澪



(7) 大阪の部落史通信996年３月

折
ロ
信
夫
に
よ
る
と
、
盆
踊
り
が
音
頭

取
り
を
中
心
に
輪
を
描
き
旋
回
す
る
の

は
、
イ
ザ
ナ
ミ
と
イ
ザ
ナ
ギ
の
「
天
の
御

柱
」
を
め
ぐ
る
国
生
み
神
話
の
形
式
の
遣

存
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
旋
回
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
輪
の
中
心
に
神
霊
（
祖

霊
）
が
降
り
て
、
人
々
は
聖
な
る
も
の
と

ま
じ
わ
る
こ
と
の
で
き
る
始
源
の
時
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
円
の
中
心
に
立
つ
音
頭
取
り
は
、
神

よ
し
ろ

の
依
り
代
と
な
る
た
め
、
晴
雨
に
か
か
わ

ら
ず
、
必
ず
雨
傘
を
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
雨
傘
は
神
を
招
く
呪
具
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
子
供
は
過
去
を
保
存
す
る
」
と
い
っ

た
の
は
柳
田
国
男
で
あ
っ
た
が
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
見
失
っ

て
し
ま
っ
た
古
い
時
代
の
信
仰
生
活
が
、

記
憶
の
底
に
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と
が
多

い
。
例
え
ば
、
「
か
ご
め
か
ご
め
」
の
遊
び

は
、
盆
踊
り
の
輪
の
形
と
同
じ
信
仰
原
理

か
こ

に
根
ざ
し
て
い
る
。
「
か
｛
」
め
」
は
「
囲
め
」

か
ご
か
ご

の
異
形
「
か
ご
め
」
の
こ
と
で
、
「
囲
め
囲

め
」
と
い
う
旋
回
を
繰
り
返
す
と
、
輪
の

つ

中
心
に
い
る
子
に
神
雫
一
垂
が
懸
き
、
「
う
し
ろ

の
正
面
だ
あ
れ
」
と
問
わ
れ
て
も
、
そ
れ

を
言
い
当
て
る
霊
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
は
、
東
北
地
方
に
伝
わ
っ

て
い
た
「
地
蔵
遊
び
」
や
「
地
蔵
つ
け
」

と
同
様
、
描
く
輪
の
中
心
に
神
霊
が
降
臨

し
て
く
る
と
い
う
民
俗
心
意
の
あ
ら
わ
れ

で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
信
太
山
盆
踊
り
の
場
合
、

現
実
に
は
「
左
ま
わ
り
」
を
す
る
の
に
、

そ
れ
を
「
右
ま
わ
り
」
と
逆
さ
ま
に
表
現

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
各
地
に
そ
の
よ
う

な
事
例
は
見
ら
れ
る
が
、
沖
縄
久
高
島
の

神
事
で
は
、
神
女
た
ち
の
「
右
ま
わ
り
」

を
逆
さ
ま
に
一
一
一
一
口
い
、
「
ピ
ザ
イ
マ
ー
イ
」
（
左

ま
わ
り
）
と
称
し
て
い
る
。
昔
か
ら
「
水

鏡
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
が
、
こ
う
い

う
踊
り
や
神
事
に
よ
っ
て
造
ら
れ
る
輪

は
、
地
面
を
鏡
と
見
る
、
い
わ
ば
「
土
鏡
」

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
鏡
の
向
こ
う
側

す

の
地
下
は
死
者
の
棲
む
あ
の
世
、
異
界
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
世
と
は
す
べ

て
逆
さ
ま
、
時
間
的
に
も
あ
の
世
の
夜
明

け
が
こ
の
世
の
晩
と
な
り
、
上
下
も
左
右

も
「
鏡
」
の
映
像
の
よ
う
に
逆
に
な
る
。

「
か
ご
め
か
ご
め
」
の
中
に
出
て
く
る
「
夜

明
け
の
晩
」
と
い
う
不
思
議
な
こ
と
ば
も
、

あ
の
世
と
こ
の
世
と
交
わ
る
地
点
で
の
時

間
で
あ
る
と
、
私
は
想
像
し
て
い
る
。
盆

踊
り
の
「
左
ま
わ
り
」
も
、
地
下
の
あ
の

世
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
は
「
右
ま
わ
り
」

と
逆
さ
ま
の
映
像
に
な
る
。
そ
し
て
、
死

者
の
視
点
に
立
っ
た
逆
さ
ま
表
現
が
信
太

盆
踊
り
に
残
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

ま
た
、
「
左
ま
わ
り
」
は
、
各
地
に
残
る

神
霊
や
そ
れ
を
招
く
習
俗
と
深
い
つ
な
が

曰
之
出
部
落
史
研
究
会
は
、
’
九
八
四

年
三
月
に
発
足
し
ま
し
た
（
初
代
会
長
は

井
上
千
昭
）
。
第
二
三
回
日
之
出
支
部
大
会

で
「
永
年
の
部
落
差
別
に
よ
っ
て
人
並
み

に
生
き
る
権
利
を
踏
み
に
じ
ら
れ
て
き
た

憤
り
や
悲
し
い
想
い
が
部
落
の
中
で
は
唄

や
踊
り
、
語
り
、
生
活
と
し
て
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
息
づ
く
差
別
体
験
、
文
化

を
掘
り
起
こ
し
、
子
ど
も
、
青
年
、
婦
人

等
の
各
層
を
巻
き
込
ん
で
発
足
し
た
「
部

落
史
研
究
会
』
を
中
心
に
し
て
、
現
在
の

部
落
解
放
運
動
の
各
々
の
課
題
の
中
へ
根

付
か
せ
て
い
く
活
動
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。
」
と
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
部
落
史
研
究
会
」
は
、
発
足
当
時
は

「 可

り
が
あ
ろ
う
。
宮
メ
グ
リ
、
舟
オ
ロ
シ
、

葬
制
の
棺
な
ど
「
左
ま
わ
り
」
が
多
い
。

各地区の部落史研究

部落解放

日之出地区部落史研究会

」Ｌ

支
部
文
化
対
策
部
の
も
と
に
、
現
在
は
曰

之
出
地
区
協
議
会
の
も
と
に
組
織
さ
れ
、

会
の
目
的
は
①
部
落
の
被
差
別
体
験
、
文

化
、
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
②
そ
の
研

究
の
成
果
を
部
落
大
衆
に
返
し
、
現
在
の

部
落
解
放
運
動
の
課
題
に
根
付
か
せ
る
こ

と
で
す
。

＊
＊

＊

発
足
と
同
時
に
日
之
出
の
歴
史
資
料

『
み
や
ら
け
』
の
編
纂
に
取
組
み
ま
し
た
。

日
之
出
地
区
は
一
九
四
五
年
六
月
七
、
’

五
、
二
六
日
の
三
回
、
東
淀
川
大
空
襲
に

見
舞
わ
れ
、
地
区
は
壊
滅
し
、
貴
重
な
古

文
書
が
焼
失
し
ま
し
た
。
本
村
も
空
襲
に

見
舞
わ
れ
古
文
書
は
焼
失
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
⑪
部
落
の
お
年
寄
り
か
ら
の

聞
き
取
り
に
重
点
を
お
き
②
調
査
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。
関
係
支
部
か
ら
の
資
料

の
取
り
寄
せ
、
兵
庫
県
マ
ッ
チ
工
業
組
合
、

御
所
市
の
阪
本
清
一
郎
さ
ん
等
を
訪
問
し

ま
し
た
。

③
伝
承
唄
の
採
譜
、
法
界
屋
、
中
島
音

頭
の
保
存
運
動
に
取
組
み
ま
し
た
（
婦
人

部
、
青
年
部
、
子
ど
も
会
、
保
育
所
で
の

取
組
み
）
。
冊
子
『
み
や
ら
け
』
は
や
っ
と

一
九
八
五
年
一
二
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
後
の
活
動
と
し
て
は
、
’
九
九

○
年
、
国
際
識
字
年
を
記
念
し
て
岸
キ
ヌ

エ
婦
人
部
長
の
生
い
立
ち
を
、
彼
女
が
永

年
識
字
で
書
き
綴
っ
て
き
た
文
章
を
も
と

各地区の部落史研究

部落解放

日之出地区部落史研究会



大阪の部落史通信 (8)
に
『
み
や
ら
け
の
子
守
唄
』
と
し
て
ま
と

め
ま
し
た
。
’
九
九
一
年
、
部
落
解
放
文

学
賞
（
記
録
部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

水
平
社
創
立
七
○
周
年
の
一
九
九
二
年
、

少
年
水
平
社
の
生
き
残
り
「
森
仙
太
郎
さ

ん
」
の
聞
き
取
り
を
も
と
に
『
東
宮
原
水

平
社
の
た
た
か
い
』
の
冊
子
を
編
纂
し
ま

し
た
。
こ
の
冊
子
は
全
支
部
員
に
配
布
し
、

支
部
主
催
で
記
念
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
’
九
九
四
年
か
ら
一
九
九
五
年
三
月

に
か
け
て
岸
キ
ヌ
エ
さ
ん
の
『
み
や
ら
け

の
子
守
唄
』
を
も
と
に
大
阪
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
が
啓
発
ア
ニ
メ
『
天
気
に

な
あ
れ
』
を
制
作
す
る
こ
と
に
な
り
、
全

面
的
に
協
力
を
し
ま
し
た
。
’
九
九
五
年

三
月
、
上
映
開
始
さ
れ
、
と
て
も
好
評
で

し
た
。
こ
の
年
は
一
九
九
○
年
、
部
落
解

放
文
学
賞
（
識
字
部
門
）
を
受
賞
し
た
谷

上
梅
子
さ
ん
が
交
通
事
故
に
あ
い
、
な
く

な
り
ま
し
た
。
彼
女
の
死
を
悼
ん
で
、
冊

子
『
谷
上
梅
子
…
そ
れ
で
も
わ
て
は
生
き

て
き
た
』
の
編
纂
に
取
組
み
ま
し
た
。
’

二
月
一
九
日
に
は
谷
上
梅
子
さ
ん
の
追
悼

と
共
に
、
「
み
や
ら
け
語
り
部
の
会
」
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
（
会
長
は
森
仙
太
郎
）
。

「
語
り
部
の
会
」
は
部
落
史
研
究
会
の

も
と
に
位
置
づ
け
、
日
之
出
地
区
す
べ
て

の
被
差
別
体
験
者
を
結
集
し
て
、
地
区
内

の
若
い
人
々
や
地
区
外
の
人
々
へ
の
啓
発

活
動
、
ビ
デ
オ
や
冊
子
等
に
記
録
す
る
活

動
に
取
組
む
予
定
を
た
て
て
い
ま
す
。

＊
＊

＊

残
さ
れ
た
研
究
の
課
題
は
、
以
下
の
通

り
で
す
。

⑩
日
之
出
が
い
つ
頃
ど
う
い
う
理
由
で

「
エ
タ
村
」
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は

い
つ
な
の
か
。

②
渡
辺
村
の
下
ご
え
く
み
取
り
の
実
態
の

把
握

③
関
係
部
落
と
の
通
婚
の
状
況
把
握

⑭
啓
振
会
と
東
宮
原
（
北
大
阪
）
水
平
社

⑤
戦
前
の
日
之
出
の
生
活
と
仕
事

⑥
侵
略
戦
争
へ
日
之
出
地
区
は
ど
う
い
う

形
で
協
力
し
た
の
か
。

、
戦
前
、
戦
後
の
曰
之
出
地
区
の
朝
鮮
人
、

韓
国
人
の
実
態
把
握

⑧
戦
後
、
日
之
出
に
流
入
し
た
人
々
の
分

析
。
ど
こ
か
ら
、
ど
の
様
な
理
由
で

日
之
出
に
は
古
文
書
が
あ
り
ま
せ
ん
。

関
係
者
の
ご
協
力
を
特
に
お
願
い
し
ま

す
。

（
会
長
大
賀
喜
子
）

・
摂
津
市
史
写
真
版
資
料
目
録
一
九
八
五

（
摂
津
市
）

・
和
泉
国
日
根
郡
熊
取
谷
中
家
文
書
目
録

一
九
八
七
（
熊
取
町
）

・
山
岡
春
関
係
文
書
目
録
一
九
八
八
（
山

寄
贈
図
書
一
覧

岡
家
文
書
刊
行
・
保
存
会
）

・
大
阪
社
会
運
動
協
会
蔵
書
目
録
中
江
文

書
Ｉ
一
九
九
四
（
大
阪
社
会
運
動
協
会
）

・
富
田
林
市
史
資
料
目
録
第
一
集
（
昭
和

四
五
）
（
富
田
林
市
史
編
纂
室
）

・
泉
大
津
市
史
編
纂
史
料
目
録
第
一
集

（
一
九
七
七
）
、
第
二
集
二
九
八
○
）

（
泉
大
津
市
史
編
纂
室
）

・
横
山
家
文
書
目
録
一
九
九
五
（
第
一
次

調
査
分
『
仮
目
録
（
追
加
分
）
一
九
五

・
田
中
家
文
書
追
加
分
上
（
近
世
）
・
下
（
近

代
）
（
泉
大
津
市
史
編
纂
室
）

二
橋
徳
川
家
文
書
目
録
（
抜
粋
）
（
泉
大

津
市
史
編
纂
室
）

・
土
浦
藩
土
屋
家
文
書
目
録
（
泉
大
津
市

史
編
纂
室
）

・
旧
狭
山
藩
士
江
馬
家
文
書
目
録
ｌ
大
阪

狭
山
市
史
編
さ
ん
資
料
目
録
２
１
一
九

九
四
（
大
阪
狭
山
市
市
史
編
さ
ん
室
）

・
諸
家
文
書
目
録
大
阪
狭
山
市
史
編
さ
ん

資
料
目
録
３
，
一
九
九
四
（
大
阪
狭
山

市
市
史
編
さ
ん
室
）

・
旧
狭
山
藩
士
澤
田
秀
雄
家
文
書
目
録
ｌ

大
阪
狭
山
市
市
史
編
さ
ん
資
料
目
録

４
、
’
九
九
五
（
大
阪
狭
山
市
市
史
編

さ
ん
室
）

・
旧
河
内
国
丹
南
郡
半
田
村
吉
川
家
文
書

目
録
、
一
九
九
五
（
大
阪
狭
山
市
市
史

編
さ
ん
室
）

・
史
料
文
献
一
覧
（
岬
町
史
編
纂
室
）

・
史
資
料
一
覧
（
岬
町
史
編
纂
室
）

・
岬
の
古
文
書
ｌ
岬
町
史
紀
要
第
１
号

（
岬
町
教
委
）

・
岬
の
古
文
書
２
１
岬
町
史
紀
要
第
２
号

（
岬
町
教
委
）

・
岡
村
四
郎
家
文
書
目
録
（
門
真
市
市
史

編
さ
ん
室
）

・
平
橋
家
大
工
組
文
書
目
録
（
門
真
市
市

史
編
さ
ん
室
）

・
樋
口
茂
治
家
文
書
目
録
一
九
八
九
（
吹

田
市
）

・
上
野
・
楓
・
木
下
・
田
中
家
文
書
目
録

（
吹
田
市
）

・
橋
本
・
中
西
・
竹
原
家
文
書
目
録
（
吹

田
一
巾
）

・
竹
本
佐
秋
・
竹
中
茂
作
家
文
書
目
録
（
吹

田
市
）

・
小
路
村
・
岸
辺
南
村
共
有
地
目
録
（
吹

田
市
）

・
青
丘
文
庫
図
書
目
録
（
青
丘
文
庫
）

〃
追
補
Ⅱ

〃
追
補
Ⅲ

・
史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
第
三
六
集
（
国

立
史
料
館
）

・
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
研
究
所
資
料
目

録
第
１
、
２
，
３
（
前
編
）
集
（
大
阪

商
業
大
商
業
史
研
究
所
）
。
同
研
究
所
紀

要
創
刊
号
、
第
二
、
三
号
。


